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青葉区の概要
町 内 会 数
うち区連協加入

面積（k㎡）
人口（人）
男（人）
女（人）

301（　　260）
279,764（68,777）
133,769（33,438）
145,995（35,339）

世帯数（戸）138,134（26,620）
512（　　75）
488（　　73）

（　）は宮城総合支所管内で再掲
平成23年2月1日現在 ※出典：住民基本台帳等人口
（町内会数は平成22年6月1日現在）

平成22年度
青葉区連合町内会長協議会

区連協だより
青葉区 2011.3

No.23

青葉区連合町内会長協議会（略称：区連協）は、青葉
区内の地区連合町内会長で組織し、区民の区政への積極
的な参加を培いながら、連合町内会ごとに開催している
地域懇談会などを通して、区に対して地域課題の提起を
行うなど、区政の円滑な運営に協力しています。

○青葉区連合町内会長協議会について
ち

きゅ
うにやさし

い

み
どりをまも

る

青葉区民まつり（平成22年11月3日） 宮城地区まつり（平成22年10月31日）

町内会長研修会（平成22年11月24日） 北山市民センター改築オープン（平成23年1月）
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政
権
交
代
し
て
一
年
有
余
、
鳩
山
総

理
大
臣
か
ら
菅
総
理
大
臣
へ
と
変
わ
っ

た
が
、
党
内
抗
争
に
明
け
暮
れ
、
国
の

政
策
も
何
一
つ
と
し
て
決
め
か
ね
て
お

り
、
野
党
も
含
め
て
政
策
よ
り
政
局
奔

走
し
て
い
る
の
が
現
況
で
、あ
の
政
権
交
代
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
、

実
現
不
可
能
な
政
策
を
掲
げ
マ
ス
コ
ミ
の
政
権
交
代
の
ム
ー
ド
に

乗
せ
ら
れ
て
の
交
代
か
、
何
れ
に
し
て
も
国
民
不
在
の
政
局
抗
争

に
終
止
符
を
打
っ
て
、
日
本
丸
の
進
路
を
明
確
に
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

他
方
、
仙
台
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
を
ま
と
め
た「
仙
台
市
基
本
計
画
」が
十
年
の
歳
月
を
経
て
計

画
期
間
が
終
わ
り
、
平
成
二
十
三
年
四
月
か
ら
十
年
を
計
画
期
間

と
す
る
新
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
平
成
二
十
一
年
十
月
か
ら
総
合

計
画
審
議
会
が
開
か
れ
、
そ
の
結
果
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の

中
間
案
が
公
表
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
の
説
明
会
を
開
催

し
、
幅
広
く
市
民
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
集
約
し
た
こ
と
は

既
に
ご
存
知
の
事
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
市
議
会
で
の
新
基
本
計
画
の
議
決
・
実
施
計
画
策
定

の
議
決
を
経
て
本
年
四
月
か
ら
新
方
針
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

中
味
は
と
言
う
と
、
地
域
の
時
代
に
即
応
し
た
市
役
所
の
変
革

に
よ
り
、
従
来
の
縦
割
り
行
政
か
ら
横
の
繋
が
り
を
重
視
し
た
横

断
的
な
行
政
へ
の
改
革
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
新
方
針
の
ひ
と
つ

の
柱
と
し
て
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
地
域
の
団
体
・
Ｎ
Ｐ
O
な
ど
が
主
体
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
市
民
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
主
体
は
区

役
所
で
あ
り
、地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
住
民
の
総
意
を
ま
と
め
て
、

区
役
所
と
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
事
が
出
来
る
唯
一
の

団
体
が
町
内
会
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
為
、
各
町
内
会
に
お
い
て
も
、
会
長
を
先
頭
に
ま
ち
づ
く

り
の
建
設
的
な
意
見
を
ま
と
め
、
有
意
義
な
提
言
を
も
っ
て
区
役

所
と
進
め
て
い
く
事
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

青
葉
区
連
協
も
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

仙
台
市
新
総
合
計
画
に
つ
い
て

青
葉
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会　

会
長

武
田
蔦
夫

青
葉
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会
の
皆

様
に
は
、
市
政
並
び
に
青
葉
区
政
の
各

般
に
わ
た
り
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
発
展
と
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
に
、
日
夜
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
各
町
内
会
長
さ

ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

国
内
経
済
に
お
き
ま
し
て
は
、
依
然
と
し
て
景
気
回
復
の
見
通

し
が
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
仙
台
市
も
厳
し
い
財

政
事
情
の
下
、
常
に
効
率
化
を
意
識
し
な
が
ら
各
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
仙
台
市
で
は
、
昨
年
か
ら
、
今
後
十
年
間
の
市
政
運
営

の
指
針
と
な
る
新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
作
業
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
が
、
い
よ
い
よ
こ
の
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
新
総
合
計
画
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
誰
も
が

心
豊
か
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る「
ひ
と
が
輝
く
杜
の
都
」

を
第
一
の
目
標
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に「
地
域
」を
重
視
し
た
各

般
の
施
策
を
展
開
し
て
い
く
と
と
も
に
、
区
役
所
の
機
能
の
充
実

を
図
っ
て
参
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

各
町
内
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
中
心
と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
個
人
の
価
値
観
や
生

活
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
希
薄
化
が
進

み
つ
つ
あ
る
中
で
、
町
内
会
を
中
心
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
充
実
向
上
を
図
る
こ
と
が
、
現
在
の
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

青
葉
区
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や

更
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
向
け
て
、
総
合
計
画
の
施
策

を
着
実
に
推
進
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
と
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会
の
皆
様

に
は
、
今
後
と
も
、
特
段
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
政
功
労
者
の
表
彰

市
政
功
労
者
の
表
彰

市
政
功
労
者
の
表
彰

市
政
功
労
者
の
表
彰

市
政
功
労
者
の
表
彰

＝
市
政
施
行
百
二
十
一
周
年
記
念
式
＝

市
政
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
式
が
、
七

月
五
日
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
青
葉
区
連
協

か
ら
は
、佐
々
木
宗
氏
（
折
立
地
区
町
内
会
連
合
会
長
）
と
、

庄
司
勝
壽
氏
（
大
倉
地
域
連
合
町
内
会
長
）
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

町
内
会
役
員
永
年
勤
続
表
彰

町
内
会
役
員
永
年
勤
続
表
彰

町
内
会
で
永
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
き
た
方
々
の
表
彰
式
が
、
十
一

月
十
日
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

猿
町
内
会
長
特
別
表
彰

通
町
　
渡
邉
　
俊
悦（
支
倉
北
九
親
睦
会
）

猿
町
内
会
長
勤
続
　
年
表
彰

２０

北
仙
台
　
柳
沼
　
悦
子（
白
鷺
町
内
会
）

猿
町
内
会
長
　
年
以
上
勤
続
退
任
表
彰

１０

東
一
番
丁
　
中
川
　
英
毅（
一
番
町
一
番
街
商
店
街
振
興
組
合
）台
原

東
部
　
松
山
　
正（
台
原
五
丁
目
町
内
会
）
通
町
　
石
川
　
昭
夫（
通

町
熊
野
会
）
広
部
　
鉄
雄（
通
町
北
辰
会
）
八
幡
　
庄
子
　
三
男（
覚

性
院
丁
町
内
会
）
水
本
　
金
明（
北
三
土
橋
共
栄
会
）
国
見
　
越
智

正
洋（
聖
親
和
会
）
広
瀬
　
真
山
　
龍
之
介（
落
合
三
丁
目
町
内
会
）

猿
町
内
会
長
勤
続
　
年
表
彰

１０

上
杉
　
増
澤
　
靖
子（
北
杜
会
）
池
田
　
文
彦（
雷
神
中
町
内
会
）
七

井
　
英
雄（
本
山
町
内
会
）
長
谷
川
秀
吉（
杉
山
町
内
会
）
小
松
島
　

山
内
　
久
一（
宝
蔵
院
東
部
親
和
会
）
台
原
北
部
　
児
玉
　
静
夫（
北

黒
松
町
内
会
）吉
見
　
宣
夫（
岩
下
東
町
内
会
）立
町
　
小
泉
　
忠（
追

廻
住
宅
親
和
会
）
通
町
　
我
妻
　
啓
志（
北
山
東
和
町
内
会
）
八
幡

伊
藤
　
慎
悟（
中
島
丁
町
内
会
）
志
賀
　
忠
雄（
角
五
郎
丁
北
部
町
内

会
）国
見
　
佐
々
木
　
学（
北
山
北
部
町
内
会
）折
立
　
軍
司
　
啓（
西

花
苑
二
丁
目
町
内
会
）
広
瀬
　
庄
子
　
静
雄（
下
町
町
内
会
）
大
倉

結
城
　
秀
男（
大
倉
栗
生
町
内
会
）

猿
町
内
会
役
員
特
別
表
彰

小
松
島
　
渡
邉
　
寅
夫（
高
松
前
町
内
会
）
旭
ケ
丘
　
木
村
　
茂
安

（
旭
ヶ
丘
中
央
町
内
会
）
台
原
東
部
　
福
來
　
あ
さ
子（
台
原
東
部
町

内
会
）川
平
　
今
　
金
雄（
西
勝
山
町
内
会
）通
町
　
赤
間
　
祐
夫（
北

山
東
和
町
内
会
）
八
幡
　
川
村
　
浩
一（
角
五
郎
丁
北
部
町
内
会
）

猿
町
内
会
役
員
勤
続
　
年
表
彰
　
受
賞
者
　
七
十
二
名

１０

猿
町
内
会
長
５
年
以
上
勤
続
退
任
表
彰（
区
長
表
彰
）　
受
賞
者
　
四
名

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

青
葉
区
長

伊
藤
行
政
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六
月
二
十
九
日
、
青
葉
区
役
所
に
お
い
て
、
新
し
く
町
内
会
長

に
就
任
さ
れ
た
方
々
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
任
町
内
会
長
百
三
人
の
う
ち
、
五
十
九
人
の
参
加
が
あ
り
、

当
協
議
会
で
作
成
し
た「
町
内
会
活
動
の
手
引
き
」
を
参
考
に
、
青

葉
区
の
概
要
や
地
域
活
動
に
密
着
し
た
各
種
制
度
に
つ
い
て
、
青

葉
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
区
民
生
活
課
、
道
路
課
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

十
一
月
七
日
、
宮
城
総
合
支
所
に
お
い
て
、
連
合
町
内
会
長
を

対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

二
十
人
の
連
合
町
内
会
長
が
参
加
の
下
、
青
葉
区
副
区
長
兼
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
の
大
熊
恒
郎
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
最
近

の
感
染
症
の
動
向
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
研
修
し
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
四
日
、
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
区
内

の
全
町
内
会
長
を
対
象
に
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

町
内
会
長
三
百
三
十
五
人
が
参
加
の
下
、
企
画
調
整
局
総
合
計

画
課
長
の
梅
内
淳
氏
及
び
青
葉
区
区
民
部
長
の
堀
田
剛
司
氏
か
ら

「
新
総
合
計
画
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
、
市
民
局
地
域
政
策
課
か
ら「
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

十
二
月
九
日
、
仙
台
市
民
会
館
地
下
一
階
展
示
室
に
お
い
て
、

町
内
会
の
会
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企

画
課
か
ら「
振
り
込
め
詐
欺
被
害

の
防
止
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
が
あ
り
、
参
加
し
た
百

二
人
の
会
員
は
、
身
近
な
内
容
で

あ
る
た
め
、
講
師
の
話
を
熱
心
に

聴
い
て
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
二
日
、
宮
城
地
区
総
合
防
災
訓
練
が
大

沢
小
学
区
連
合
町
内
会
の
地
域
住
民
参
加
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
総
合
防
災
訓
練
は
、
昭
和
五
十
三
年
六
月
十
二
日
の
宮
城
県

沖
地
震
や
平
成
七
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
平

成
十
四
年
仙
台
市
地
震
被
害
想
定
調
査
報
告
書
に
基
づ
き
、「
市

民
防
災
の
日
」
に
大
規
模
地
震
の
被
害
を
想
定
し
た
実
践
的
な
訓

練
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
月
十
二
日
午
前
七
時
に
宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
連
動
型
で

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
〇
、
市
内
の
震
度
六
弱（
一
部
六
強
）
の
地

震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
会
場
と
な
っ
た
大
沢
小
学
校
に
は

宮
城
総
合
支
所
の
埣
浦
功
夫
支
所
長
を
本
部
長
と
す
る
現
地
災
害

対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
は
午
前
八
時
か
ら

家
庭
や
職
場
で
の
安
全
確
保
訓

練
・
非
常
持
ち
出
し
品
携
行
訓

練
を
実
施
し
、
一
時
避
難
場
所

へ
集
合
後
、
災
害
要
援
護
者
を

誘
導
し
て
指
定
避
難
所
で
あ
る

大
沢
小
学
校
に
避
難
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
出
火
防
止
、
初
期

消
火
、
避
難
誘
導
、
救
護
所
開

設
・
応
急
救
護
、
避
難
所
開
設

運
営
・
仮
設
ト
イ
レ
設
置
訓
練
、

濃
煙
体
験
や
消
火
器
訓
練
等
が
次
々
と
行
わ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
が
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
大
沢
小
学
校
の
児
童
も

授
業
中
の
災
害
発
生
を
想
定
し
て
避
難
訓
練
と
濃
煙
体
験
に
参
加

し
、
大
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
の
防
災
講
座
を
通
し
て
連
携
が
進
み
つ

つ
あ
る
川
前
地
区
連
合
町
内
会
か
ら
支
援
物
資
が
届
く
な
ど
、
日

ご
ろ
の
地
域
の
活
動
が
い
か
さ
れ
た
防
災
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

梅
雨
の
季
節
な
が
ら
真
夏
日
を
思
わ
せ
る
陽
射
し
の
中
、
予
定

参
加
人
数
を
上
回
る
千
四
百
人
余
り
が
参
加
し
、
地
域
住
民
の
防

災
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
実
感
す
る
と
共
に
、
常
日
頃
の
一
人

ひ
と
り
の
災
害
に
対
す
る
心
の
準
備
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流
が

い
ち
ば
ん
大
事
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
で
き
た
一
日
で
し
た
。

地
域
連
携
で
行
っ
た

地
域
連
携
で
行
っ
た

　
　
　

　
　
　
　
宮
城
地
区
総
合
防
災
訓
練

宮
城
地
区
総
合
防
災
訓
練

地
域
連
携
で
行
っ
た

地
域
連
携
で
行
っ
た

　
　
　

　
　
　
　
宮
城
地
区
総
合
防
災
訓
練

宮
城
地
区
総
合
防
災
訓
練

地
域
連
携
で
行
っ
た

　
　
　
　
宮
城
地
区
総
合
防
災
訓
練

大
沢
小
学
区
連
合
町
内
会　

会
長　

千
坂
幸
衛

東
六
地
区
で
は
、平
成
十
六
年
度
～
十
七
年
度
に「
個
性
あ
る
地

域
づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
住
民
ど
う
し
の「
顔
の
見
え
る
関
係
」
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
平
成
十
八
年
か
ら
毎
年
、
東
六
番
丁
小
学

校
を
会
場
と
し
て「
桜
と
音
楽
を
愛
で
る
会
」
を
開
催
し
、
地
域
住

民
の
集
う
場
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
は
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
拡
充
す
べ

く
、
町
内
会
に
加
え
て
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
防
犯
、
交
通
安
全
、
商

店
街
組
合
等
、
地
域
活
性
化
の
担
い
手
と
な
る
す
べ
て
の
団
体
と

共
に「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
委
員
会
」
を
設
立
し
、
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
幅
広
い
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
委
員
会
の
取
り
組
み
は
平
成
二
十
一
年
度
か
ら「
青
葉
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
」
の
対
象
と
な
り
、
専
門
家
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
さ
ら
に
検
討
し
た
結
果
、「
幅
広
い

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
ま
ず
情
報
の
発
信
と
共
有
が
必
要

で
あ
る
」
と
の
考
え
か
ら
、
東
六
地
区
内
の
全
世
帯
に
配
布
す
る

地
域
情
報
紙
を
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
情
報

紙
は
仮
称「
０
３
８（
お
み
や
）
プ
レ
ス
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
す
で

に
東
六
地
区
住
民
を
中
心
と
し
た「
市
民
記
者
」が
編
集
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

記
者
の
皆
さ
ん
は
、

平
成
二
十
二
年
三
月
か

ら
六
ヶ
月
を
か
け
て
プ

ロ
の
講
師
か
ら
情
報
紙

編
集
の
イ
ロ
ハ
を
学

び
、
平
成
二
十
三
年
三

月
の
創
刊
準
備
号
の
発

刊
に
向
け
て
現
在
鋭
意

執
筆
中
で
す
。

「
住
ん
で
よ
し
、訪
れ

て
よ
し
」
の
ま
ち
・
東

六
地
区
の
今
後
に
ぜ
ひ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
地
域
づ
く
り

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
地
域
づ
く
り

東
六
地
区
連
合
町
内
会　

会
長　

海
老
一
朗

新
任
町
内
会
長
研
修

新
任
町
内
会
長
研
修
会会

連
合
町
内
会
長
移
動
研
修

連
合
町
内
会
長
移
動
研
修
会会

町
内
会
長
研
修

町
内
会
長
研
修
会会

町
内
会
会
員
研
修

町
内
会
会
員
研
修
会会
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役
職
名

会

長

副
会
長

副
会
長

副
会
長
兼
総
務

会

計

会
計
監
事

会
計
監
事

会
計
監
事

氏
　
　
　
名

武

田

蔦

夫

畑

強

齋

藤

貞

夫

島

田

福

男

齋

藤

和

平

庄

子
　

晟

佐
々
木
　
　
　
宗

千

田

文

彦

今

野
　

均

濱
　
　
　
宏
一
郎

鈴

木

泰

爾

太

田

廣

茂

北

松

治

男

七

井

英

雄

海

老

一

朗

高

橋

健

一

碓

井

克

夫

佐

藤

保

四

佐

竹

富

次

井

上

養

朔

小

林

正

直

佐
々
木
　
清
　
司

吉

見

宣

夫

大

友

洋

平

花
　
渕
　
蔵
之
助

阿

部

守

枝

菅
原
甚
左
衛
門

鈴

木

幸

夫

連
　
合
　
会
　
名

桜
ヶ
丘
学
区
連
合
町
内
会

愛
子
地
区
連
合
町
内
会

通
町
地
区
町
内
会
連
合
会

川
平
学
区
連
合
町
内
会

南
吉
成
学
区
連
合
町
内
会

上
愛
子
学
区
連
合
町
内
会

折
立
地
区
町
内
会
連
合
会

国
見
地
区
連
合
町
内
会

片
平
地
区
連
合
町
内
会

東
一
番
丁
連
合
会

中
央
通
り
連
合
会

東
二
地
区
連
合
町
内
会

五
橋
地
区
連
合
町
内
会

上
杉
地
区
連
合
町
内
会

東
六
地
区
連
合
町
内
会

北
六
地
区
連
合
町
内
会

中
江
地
区
町
内
会
連
合
会

小
松
島
学
区
町
内
会
連
合
会

旭
ヶ
丘
南
部
連
合
町
内
会

旭
ヶ
丘
町
内
会
連
合
会

台
原
地
区
町
内
会
連
合
会

台
原
東
部
連
合
町
内
会

台
原
北
部
連
合
町
内
会

荒
巻
地
区
町
内
会
連
合
会

北
仙
台
地
区
連
合
町
内
会

中
山
学
区
連
合
町
内
会

立
町
地
区
町
内
会
連
合
会

木
町
通
学
区
連
合
町
内
会

２９３０３１３２３３３４３５３６３７

伊

藤
　

巖

千

葉

賢

吾

庄

子

静

雄

早

坂

晃

弥

袖

澤

勝

義

千

坂

幸

衛

熊

谷

英

昭

庄

司

勝

壽

庄

子

孝

一
八
幡
地
区
町
内
連
合
会

貝
ヶ
森
地
区
連
合
町
内
会

広
瀬
地
区
連
合
町
内
会

作
並
小
学
区
連
合
町
内
会

川
前
地
区
連
合
町
内
会

大
沢
小
学
区
連
合
町
内
会

吉
成
学
区
連
合
町
内
会

大
倉
地
域
連
合
町
内
会

落
合
栗
生
連
合
町
内
会

仙
台
市
青
葉
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会
会
員
名
簿

（
平
成
　
年
　
月
１
日
現
在
）

２２

１１

平
成
　
年
　

２２

４
・
　
　
　
　
平
成
　
年
度
監
査

１６

２１

４
・
　
　
　
　
役
員
会

２３

５
・
　
　
　
　
役
員
会

１３

５
・
　
　
　
　
総
　
会

２０

６
・
９
　
　
　
役
員
会

６
・
　
　
　
　
第
一
回
定
例
会

１５

６
・
　
　
　
　
新
任
町
内
会
長
研
修
会

２９

７
・
　
　
　
　
臨
時
会

１３

８
・
　
　
　
　
役
員
会

２５

９
・
９
　
　
　
第
二
回
定
例
会

　
・
７
～
８
　
連
合
町
内
会
長
移
動
研
修
会

１１　
・
　
　
　
　
町
内
会
役
員
永
年
勤
続
表
彰
式（
市
主
催
）

１１

１０

　
・
　
　
　
　
町
内
会
長
研
修
会

１１

２４

　
・
７
　
　
　
区
連
協
だ
よ
り
編
集
委
員
会

１２　
〃
　
　
　
　
町
内
会
長
永
年
勤
続
表
彰
式（
区
主
催
）

　
・
９
　
　
　
町
内
会
会
員
研
修
会

１２　
〃
　
　
　
　
第
三
回
定
例
会

平
成
　
年
２３

１
・
　
　
　
　
区
連
協
だ
よ
り
編
集
委
員
会

３１

２
・
　
　
　
　
区
連
協
だ
よ
り
発
行

１６

３
・
　
　
　
　
役
員
会

２５
青
葉
区
連
協
の
主
な
活
動

平
成
二
十
二
年
度
の
青
葉
区
連
協
だ
よ
り
第
　
号
が
発

23

刊
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
届
け
致
し
ま
す
。

創
刊
以
来
、
今
ま
で
に
原
稿
を
執
筆
さ
れ
た
方
々
、
編

集
に
携
わ
れ
た
方
々
に
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
仙
台
市
に
お
い
て
も
、
少
子
化
、
高
齢
化
の
影

響
は
大
き
く
、
各
町
内
会
長
様
も
町
内
会
運
営
上
、
非
常

に
ご
苦
労
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
代
に
あ
っ
て
、誰
も
が
心
身
と
も
に
健
康
を
保
持
・

増
進
し
な
が
ら
、い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
全
体
で
支
え
合
う
社
会
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
区
連
協
と
し
ま
し
て
も
、
皆
様

方
の
ご
活
躍
に
お
力
添
え
が
で
き
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
町
内
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
益
々
の
発
展
に
特
段
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（編

集
委
員
　
島
田
・
畑
・
齋
藤
）

再生紙を使用しています

平
成
　
年
２２

平
成
　
年
２３

平
成
二
十
二
年
度　

地
域
懇
談
会

平
成
二
十
二
年
度　

地
域
懇
談
会

「
地
域
懇
談
会
」は
地
域
の
様
々
な
問
題
に
つ

い
て
、地
域
と
行
政
が
話
し
合
う
会
議
で
す
。

平
成
二
十
二
年
度
は
、
上
杉
、
五
橋
、
通
町
、

川
平
、
国
見
・
貝
ヶ
森
、
中
江
、
八
幡
、
北

六
、桜
ヶ
丘
の
各
連
合
町
内
会
で
開
催
さ
れ
、

生
活
環
境
の
整
備
や
安
全
安
心
の
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
、
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

お 知 ら せ

■町内会長バッジについて
町内会長が交代した場合は、事務
の引継ぎに併せて町内会長バッジ
の引継ぎもお願いいたします。
なお、バッジを紛失・破損された
場合は、区連協事務局までご連絡
をお願いします。

■ホームページアドレス
青葉区連合町内会長協議会のホー
ムページを開設しております。アド
レスは次のとおりです。
http://www.sendai-aoba.jp

（
訃
報
）去
る
六
月
二
十
三
日
、
吉
成
学
区
連
合
町
内
会
長
の
伊
藤
喜
郎

様
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
十
日
、
前
中
山
学
区
連
合
町
内
会
長
の
山
口
善
吉

様
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
存
命
中
の
ご
功
績
を
讃
え
る
と
と

も
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


